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ごあいさつ
早春の候、皆様方におかれましてはいかがお過ごしでいらっしゃいますか。

平素より農業委員会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、農業経営基盤強化促進法の一部改正によって示されました「地域計画」の

策定に際しましては、各地区の地域計画の中核を担う農家の皆様には話し合いへ

ご参加いただき誠にありがとうございました。今後も話し合いを続けてまいります

のでお力添えをお願い申し上げます。
会長 吉田 幸夫

高齢化や資材高騰など日本の農業環境は厳しさを増す中、四半世紀ぶりに農政の憲法と言われる

「食料・農業・農村基本法」が改正され、食料安全保障の確保・強化があげられました。農業委員会と

いたしましても、食の根幹である農地・農業を守るため地域の皆様と一体となって活動を進めてまい

ります。

今後ともより一層のご指導、ご支援をお願い申し上げましてごあいさつとさせていただきます。
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児島宇野津の棚田

今回新しく農地利用最適化推進委員に就任された、藤田隆推進委員にお話を

伺いました。

藤田推進委員は土木委員も兼務されており、児島宇野津の棚田保全活動に力を

注がれています。棚田は大型の機械が入れないため、米作りに大変労力がかかり

ます。宇野津地域の農家も高齢化が進んでおり、稲作をやめようかという意見も

多くあったのですが、２０１５年に宇野津の棚田がニュースの特集やドラマのロ

ケ地にも選ばれた事もあり、農家や地域の方々の協力のもと、現在も棚田が維持

されています。

近年はイノシシ被害や休耕田が増えてきているので、今後もこの美しい風景を

残していくために、狩猟免許取得や、地域の集落営農を行えないか模索している

最中という事です。

今後の藤田推進委員のご活躍を応援いたします。
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（昼間の様子）➤
山間に広がる棚田。のどかな農村風景と近代的な
水島コンビナートの調和がとれた景色が美しいです。

♦ 表紙に掲載されています

中国四国ブロック農業委員会女性委員研修会

農業委員・推進委員活動紹介

農業者の代表として農地を守り、有効利用するため広範な役割を担っている委員の日頃の
活動をご紹介します。
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令和６年１１月７日（木）、８日（金）に米子コンベンションセンターにおいて、２０２４年度中国・

四国ブロック農業委員会女性委員研修会が開催されました。

基調講演では、地域での話し合いを円滑に進めるヒントとして、臨床心理士の視点から、

細田・アーバン珠希氏の講演がありました。日常生活においても、相手と対話するときの言葉

の発し方、バリデーション（相手の感情・考え・行動は理解できると伝える）について講話を受

け、相手と接する時、相手を思いながらの対話の大切さを学び、様々な場で実践できたらと

思いました。

活動報告・情報交換会では、活発な意見があり、今後の活動に活かせたらと思いました。

（農地利用最適化推進委員 髙見公子）



綿花つみとり体験
藤原安信農業委員が参加している「玉島陶・服部地域まちづくり協議会」では

様々な野菜作り等の体験が行われています。令和６年１２月１日（日）に穂井田
地区の市民農園さとやま農園で、綿花つみとり体験の取材を行いました。こちら
の農園では、農薬や化学肥料を使わずに栽培された綿花が約３，０００本植えら
れています。
暖かい陽ざしの中、参加者は綿花のやさしく、ふわふわした手触りを楽しみな

がら収穫を行いました。収穫された綿花はオーガニックコットンとして、色々な
布製品に加工されています。
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水島に拠点を置く女子プロバレーボールチーム「倉敷アブレイズ」の選手の皆さんが、

今年も農業支援活動として桃や梨の袋掛けや田の雑草駆除など様々な活動をされま

した。農業活動以外にもフラワーロードの花いっぱい運動や河川清掃など、地域に愛

されるチームとなるよう選手全員が一体となって活動されています。

取材時は桃の袋掛け作業を手伝われていました。持ち前の運動神経を生かし、軽々

とはしごを昇ったあとは、ひとつずつ丁寧に袋を掛けられていました。

昨シーズンのバレーの成績は、なんとV３リーグ初優勝！！

今後も倉敷アブレイズの活躍から目が離せません！

倉敷アブレイズ農業支援活動
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やた体験型農園のご紹介
真備地区まちづくり推進協議会連絡会が主催する「やた体験型農園」は２０２３年９月

に開設されました。誰でも手ぶらで気軽に無農薬の野菜を育てることができる農園で、
初心者の方でも園主さんから丁寧な指導を受けられます。毎年４月～翌１月の利用期間
で、月に１回程度、野菜収穫や食事会などの楽しいイベントも開催されています。
取材時は古代米（黒・赤・緑・紫米）の稲刈と、はぜ掛けの体験を行いました。子どもたち
は初めて使う鎌に興味津々で、大人たちと一緒に稲刈に挑んでいました。作業の合間に
カエルを見つけておおはしゃぎ。
最後は古代米を使ったおにぎりを自分たちで握って、おいしそうにほおばりました。
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園主 百本 哲也さん
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場 所 真備町箭田３２４４－１
※駐車場：真備町箭田２４９５（農園まで２５０ｍ）

利用料 １人１か月 ３，０００円 小学生までは無料
※平成３０年７月豪雨災害被災者は１人１か月１，０００円

１か月無料
お試し期間あり！

●お問い合わせ先●

〒710-1398
倉敷市真備町箭田1141-1
倉敷市真備支所産業課
☎０８６-６９８－８１１３

やた体験型農園HP



農地貸借の手続きについて

農業経営基盤強化促進法の改正（令和５年４月１日施行）により貸し手と借り手の直接の貸

借（利用権設定）は廃止され、令和７年４月１日以降の更新時から農地中間管理機構を通じた

貸借へ移行します。

また、農地中間管理機構を通じた貸借は、対象の農地が地域計画区域の農用地等である

場合、農地中間管理機構を通じた貸借へ移行する際に、耕作者の方を「地域の農業を担う

者」として地域計画に位置づけを行います。

※移行（更新）の案内は、従来の利用権設定の終期の６か月前にお送りしますので、お手続き

をお願いいたします。
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【農地中間管理機構を通じた貸借の特徴】

〇 対象の農地 市街化調整区域内の農地のみ ※権利関係に問題のないこと

〇 貸借期間 原則１０年以上、少なくとも３年以上

〇 手続きの窓口 農業委員会事務局

〇 物納はできないこと 金銭による賃貸借または無償（使用貸借）

※貸借期間満了後は貸し手に農地が戻るため、引き続き貸借する場合は、更新手続が

必要となります。

お手続きに困ったら、
農業委員会事務局へ
お問い合わせください！

【農地中間管理機構とは】

県知事の指定する公的な機関です。
※岡山県の場合は、公益財団法人岡山県農林漁業担い手育成財団
（岡山県農地中間管理機構）

〇お問い合わせ先

岡山県農地中間管理機構備中支部（岡山県備中県民局３階）

☎０８６－４３５－７７２０
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倉敷市の地域計画はこちらを
ご覧ください。

地域計画策定に向けて
令和５・６年度に２７地域を設定し、地域の農業者の方に集まっていただき協議を

行いました。様々なご意見を基に、地域の課題の洗い出しを行い、目標地図の素案を

作成しました。

結果をまとめ、設定地域の統合等を行い、令和６年度末には２３地域での地域計画

及び目標地図の作成・公告を行う予定となっております。また、令和７年度以降も継

続して意向調査・協議を続けていく予定です。

地域計画に位置づけを行っている農地につきましては、農用地区域からの除外や、

転用を行う場合、事前に地域計画の変更が必要となります。

倉敷市の地域計画はこちらを
ご覧ください。



これは、令和６年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準

（１０a当たり）です。
賃借料情報は話し合いの際の目安にしていただくための資料であり賃借料の金額を強制

するものではありません。賃借料を決定する際は、両者でよく協議してください。

※ 賃借料が物納支給（水稲）の場合、60kg当たり19,700円に換算している。
※ データ数は集計に用いた筆数である。
※ 金額算定データは賃借料（有償）のみの集計とし、使用貸借（無償）は含めていない。
※｢(参考)使用貸借データ数」は令和６年１月から１２月までに締結（公告）された使用貸借（無償）のデータ数である。

編集委員 小山智子 百本恵子 藤原安信
安田茂 吉田幸夫（50音順）

くらしき農業委員会だより№３７をお届けいたします。

２０２３年に農地を取得する際の下限面積要件が撤廃された

ことに伴い、新しく就農される方の農地取得が少しずつ増えて

きました。

私たちの大切な農地を守るため皆で力を合わせていきましょう。

農地の事はお気軽にお近くの委員へお尋ねください。
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1 田（水稲）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

旧倉敷市 8,600 12,000 3,000 188 616

旧船穂町・旧真備町 9,200 19,700 3,000 15 264

(参考） 倉敷市全域 8,600 202 880

2 田（レンコン）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

倉敷市全域 34,000 60,000 10,000 46 8

3 畑（普通畑）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

倉敷市全域 8,800 31,900 2,500 24 71

4 畑（樹園地・ブドウ）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

倉敷市全域 7,900 16,100 2,500 35 17

5 畑（樹園地・モモ）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

倉敷市全域 8,600 14,000 2,200 61 42

6 畑（花き）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）使用貸借データ数

倉敷市全域 10,000 10,000 10,000 1 1


